
溝上慎一の教育論（動画チャンネル） No434

溝上 慎一 Shinichi Mizokami, Ph.D.
https://smizok.com/    
E-mail  mizokami@toin.ac.jp

【プロフィール】1970年生まれ。大阪府立茨木高校卒業。神戸大学教育学部卒業、1996年京都大学助手、講師、准
教授、2014年教授を経て2018年に桐蔭学園へ。桐蔭横浜大学学長（2020-2021年）。京都大学博士（教育学）。

＊詳しくはスライド最後をご覧ください

学校法人桐蔭学園 理事長
桐蔭横浜大学 教授

※本動画チャンネルは溝上が個人的に作成・提供するものです。
※公益財団法人電通育英会の研究委託を受けて行われています。
※本動画では字幕を付けていませんので、必要な方は「設定」で「字幕オン」にしてご利用ください。

統合的な理解・総合的な発揮における
「概念水準」と個別の知識の量との関係

（概論）
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教育課程部会「審議まとめ」（2026年10月5日）
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次期学習指導要領に向けた進行予定

2026年10月 教育課程部会『審議まとめ』（済）

2026年内 中央教育審議会『答申』

2027年4月1日 新学習指導要領「周知（告示）」（小中学校）

2028-2029年 新学習指導要領「先行実施」（小学校）

2030年～ 新学習指導要領「全面実施」（小学校）

※中学校は2028-2030年、高校は2029-2031年

※高校は2028年4月1日

※中学校は2031年～、高校は2032年入学生から順次実施



No433(審議まとめへのコメント）次期改訂『審議まとめ』を体育の観点からコメント 佐藤豊先生
（桐蔭横浜大学スポーツ科学部教授/体育ほかワーキンググループ委員）（2026年10月16日配信）



佐藤豊先生のYouTube資料（No433） 5
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教育課程部会体育・
保健体育・健康、安
全WG（第９回）
（令和8[2026]年4月
24日）参考資料より
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＞単元「ものの名前」（小学１年国語）

けんじさんは、（中略）お
ねえさんとさかなやさんにい
きました。あじ、さば、たい
などがならんでいます。
けんじさんが

「さかなをください」
といって、千円さつを出しま
した。おみせのおじさんは、
「さかなじゃわからないよ」
と、わらいながらいいました。

『こくご 一下』（光村図書）

挿絵は改変

のイメージ
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教育課程企画特別部会「資料」
（2026年9月25日）

と



社会科（歴史）の統合・総合の例

・統合的な理解・総合的な発揮

【小学校：社会６年】 江戸から明治になって「何が変わったのか」をつか
む
【中学校：歴史的分野】 明治政府は「何を目指したか」を理解する

→明治政府による国の近代化・近代国家の形成

【高校：歴史総合】 世界史的な文脈で日本の立憲体制と国民国家の形成を理解

・事実的知識

・廃藩置県
・四民平等
・学制の発布
・近代化政策

鉄道・郵便制度の整備
西洋式の服装・生活様式の普及 など

→高校では、ペリー来航から始めない。そもそもなぜペリーは日本に来たのか、
から理解していく。ヨーロッパの産業革命、市民革命などと繋げる
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のポイント

廃藩置県 四民平等 学制の発布 近代化政策

ヨーロッパの産業革命
市民革命など

国の近代化・近代国家の形成

＋

世界史的な文脈で日本の立憲体
制と国民国家の形成を理解する

中学社会（歴史的分
野）

⾼校社会（歴史総合）

もう一段上の概念化

個別の知識が増えることで概念水
準は高くなるが、それは豊かな文
脈で知識を理解することになる




